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子宮体癌 に おける重複癌
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Multiple　Primary　Cancer　Associated　with　Endometrial　Cancer
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伽 α跏 齠 〔）f　Obstetrics　and 　Gevnec・1・9〃，　Niigα‘a・C α ncer ・Center・H ・bpitat，
・Niigαta

概要　目的 1子宮体痛にお ける重複癌発生頻度の 解析を目的 とした．

　方法 ：1982年か ら1998年 まで に当科で 治療 した子宮体癌282例を対象と し，診療録 の 記載か ら，重複癌の

頻度 ， 重複癌 と子宮体癌 の 予後因子との 関連性 ， 重複癌に おける家族歴 な ど を検討 した．

　成績 1  282例中， 重複癌は41例（14．5％）で あ り，
二 重癌34例 ， 三重癌 6例，四重癌 1例で あ っ た ．重複

癌頻度の 年代別推移をみ ると，
82年〜87年10．8％ ， 88年〜93年10．6％ ， 94年〜98年22．1％で あ り， 近年増加

が認め られ た （p〈 0．05）．  41例（49癌）の 内訳 は ， 乳癌17例，卵巣癌 8 例 ， 結腸癌 8 例 ， 胃癌 5例 ， 子宮頸

癌 3 例， 白血病 2 例， 肺癌 2 例 ， その 他 4 例で ， 乳癌が近年有意に増加 して い た （p＜ 0．001）．また ， 卵巣

癌に つ い ても増加の傾向が み られ た．  重 複癌の 発症 時期は，体癌前20癌 ， 同時16癌，体癌後 13癌であ っ

た．乳癌は体癌前 の 発症が多く， 卵巣癌はすべ て同時性発症 で あ っ た ．  重複した癌腫ごとに子宮体癌 の

予後関連因子 を解析し，非重複癌症例 と比 較検討したが ， 有 意な傾向は認め られ なか っ た。  2 親等以内

の 家族歴 に癌がある症例は，重複癌41例中 28例（68．3％）， 非重複癌241例中92例（38．2％）で，両群間 に 有意

差 が認 め ら れた （p〈 O．OOI）．乳癌で は76．5％，結腸癌で は75．0％ の 症例 で 家族歴 に癌があ り， 非重複癌症例

よ り有意に多か っ た．

　結論 ：子宮体癌に おける重複癌，とりわけ乳癌 と卵巣癌は近年増加して お り， こ うした癌発 生を念頭に

お い た子宮体癌 の 臨床的取 り扱 い が 重 要 と思われた．また，重複癌症例 で は 非重複癌症 例に比 べ ，2 親等

以 内の 家族歴に癌の ある症例 が多 く，遺伝的背景が存在する こ とが示唆された．

Abstract　ObjecUve ：ThiS　clinical　study 　was 　intended　to　estimate 　the血 cidence 　of 皿 ulUple 　p血 nary 　 can −

cer 　associated 　With　endometrial 　cancer ．

　Methods ：The　medical 　records 　of　282　patientS　with 　endometTial 　cancer 　who 　were 　treated　at　Niigata　Can −

der　Center　Hospitaユbetween 　1982　and 　1998　were 　reviewed ．

　Results：  Fo呶 つ ne 　cases （14．5％）of 皿 ultiple 　primary　cancer 　were 　identified・consisting 　of　34　double

cancer ，6tripleα mcer 　and 　l　quadruple　cancer ．　The　incidence　has　been 　increasing　recentiy （P＜ 0・05）・ 

B ，east ， ancer 　was 　th。　m 。，t・fr。q。 。nt （17 ・ ases ），
f・ll・w ・d　by ・vari ・ n ・ ancer （8 ・a・es ），・・1・・ect ・1 ・ance ・（8

。as 。、）， gastri。、cance ，（5 ・・se ・），
ce ・Vical・ancer （3 ・as ・・），1・uk ・ mi ・ （2　cases ）

，
1ung・ ancer （2 ・as・・），and

others （4　cases ）．  Sixteen　cance 聡 were 　synchronous 　a 皿d　33　cancels 　were 　metachronous ・Most　b「east

。 ancers 　p，eced 。d ・nd ・ m ・trial・ance ・ and ・all・ v ・・i・n ・ancer ・・ w ・・e 　d・tected ・t ・u ・g・ ry 　f・・ end ・me 副

cancer ．  The　prognosis　of 　endome 面 al　cancer 　was 　not 　in且uenced 　by　the　associated 　cancer ・  A 　fatnily

hiSt。ry。f 。ancer 　withi ・ sec ・nd 　d・gree・el・tives　w 闘 f・u・d　i・ 28 ・f　41 ・ases （68・3％）・f　m ・1tip五・ P「irnary

cancer 　and 　in　920f　241　non −multiple 　cases （38．2％），which 　was 　statistically 　sig血fiα mt
，　particularly　in　case

of 　breast　cancer 　and 　colorectal 　cancer ．

　 Conclusions；The　incidence　of　multiple 　prirnary　cancer 　associated 　With　endometrial 　cancer 　has　been　in一
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creasing 　recently ，　which 　suggests 　that　the　occurrence 　of　a皿other 　cancer 　must 　be　kept　in　mind 　in　the

follow−up 　examination ．　High　incidence　of 　a 　f  1y　history　of　cancer 　in　cases 　of　multiple 　primary　cancer

may 　indicate　a　hereditaiy　background．

Key　words ：Endometrial　cancer ・Multiple　pri皿 ary 　ca 皿 cer 　
＋Family　history

　 　 　　 　 　 　 　　 は じめ に

　近年 ， 子宮体癌の増加が み られ るが ， 子宮体癌

に他臓器癌が 同時性又は異時性 に発生す る こ とが

あ る．我々 は ， 子宮体癌における重複癌の 発生頻

度 ， 重複癌 と子宮体癌 の 予後因子との 関連性 ， 重

複癌における家族歴 などに つ き検討 し，考察 を加

えた．

　　　　　　　 研究対象 と方法

　1982年 1 月か ら1998年12月 まで に 当科 で 治 療

した子宮体癌282例を研究対象 とし， 診療録の 記載

か ら， 以 下 の 項 目に つ き検討 を加 えた，

　1．重複癌の 頻度 と年代別推移

　既往歴 ， な らびに子宮体癌治療後の 診療録 など

か ら， 子宮体癌にお ける重複癌の 頻度とその 年代

別推移を解析 した．

　2．重複癌の 内訳

　重複発生 した癌の 内訳 と年代別推 移 を検 討 し

た．

　3．重複癌の 発症時期に つ い て

　重複癌 の 発症時期が同時性か異 時性か に つ い て

解析 した．

　子宮体癌の 発症前後 1 年以内 に重複癌 が発症 し

た場合を同時性発症 とした
n
，

　4．子宮体癌の 予後 関連 因子につ い て

　子宮体癌における予後 関連因子 と考 えられて い

る
2〕

臨床進行期 ， 分化度 ， 子宮筋層浸潤の 深 さ（筋

層 浸 潤 が 1／3以 下 の 場合 α ， 1／3か ら2／3の 場合

β，2／3を越 える場合 γ，子 宮外膜 を越 える 浸潤

がみ られる場合 δ とする）， リ ン パ 節転移の 有無

につ い て ，重複癌症例 と非重複癌症例 とに分けて

解析 した．

　5．重複癌にお ける家族歴

　 2 親等以 内の 家族歴 に癌が 存在す るか に つ い

て ， 初診時 に患者に記載 して もらう問診表， な ら

びに 医師 ・看護婦に よる入院時の 問診記録を もと

に検討 した．

　　　　　　　　　成　　績

　1．重複癌の 頻度と年代別推移

　当科で治療 した 子宮体癌282例中， 重複癌は41

例（14．5％）で み られた．二 重癌が34例 （12．1％），
三

重癌が 6例（2，1％ ）， 四 重癌 が 1例 （0．4％）で あ っ

た．

　観察期間 を3 期に分け ， 重複癌の発生頻度を年

代 別 に 検討す る と ， 1982年〜1987年93例 中10例

（10．8％）， 1988年〜1993年94例中10例 （10，6％），

1994年〜1998年95例中21例（22．1％）で あ り， 近年

増加が認め られ た （X2検定，　 p＜ O．05）．

　2，重複癌の 内訳

　子宮体癌で み られ た重複癌41例 （49癌）の 内訳 と

年代別推移を Table　1に示 した，

　乳癌 （17例），卵巣癌（8 例），結腸癌 （8 例）， 胃癌

（5 例）， 子宮頸癌 （3 例）， 白血病（2 例）， 肺癌（2例）

Table　l　Multipke　cancer 　a5s   iated　with 　endometrial 　cancer

Endometrial　　Breast　　 Ovarian　　　Colon　　　 Gastric　　 Cervicul　　 Lung
　 CanCer 　　 　　 CanCer 　 　　　 CanCer 　　　 　 CanCer 　 　　　 CanCer 　　　 　 CanCer 　 　　　 CanCerLeukemia

　 　 Others

1982− 1987

1988− 1993

1994− 1998

93

94

95

　 1　　 　　　 1
（1．1％）　　 （1．1％）

　 3　　　　　 2
（　32％）　　　　（2」％）

　 13　　 　　 　 5

（13，7％）　　　　（53％）

　 2
（2．2％）

　 4
（4．3％）

　 2

（2．1％）

　 2
（2．2％）

　 0

　 3
（3．2％）

0

　 2
（2．1％）

　 工

（1．1％）

　 1
（1．1％）

　 o

　 1
（1，1％）

0

　 1

（1．1％＞

　 1
（1ユ％）

　 4
（4．3％）

　 0

0

tota孟 282 　 17　　　　　　8　　　　　　 8
（　6．096＞　　　　　（2乏弖％）　　　　　（2．8％）

　 5　　　　　 3　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 4
（18％）　　　　 （Ll％）　　　　　（O．7％）　　　　　（（｝．7％）　　　　　（1．4％）
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Table　2　 Associati  n 　of　other 　tumors 　with 　 endometr ・

　 ial　cancer
Table　 3　Multiple　 cancer 　 and 　 the　 prognostic

　 factors

Prior　　 C 〔｝ncomitanl 　　 Subsequent Non −multiple 　　　ts｛ultiple

Breast　cancer 　　　　　l4

0varia 矼 cancer 　　　　　　O

Colon　cancer 　　　　　　　3

Gastric　 cancer 　　　　　　l

Cervical　cancer 　　　　　l

Lung 　cancer 　 　 l

Leukemia　 　　 　　 　 O

Others　　　 　　　　　 O

28122100 10420024

TotaL 20 16 13

の 順に多 く， 食道癌 ， 肝癌 ， 膵癌 ， 腎癌が各 1例

で あ っ た．

　年代別推移 を癌腫 ご とにみ る と， 乳癌が有意に

増加 して い た （X2検 定 ，　pく 0．001），また ， 推 計学的

有意差は ない が ， 卵巣癌 も近年増加の 傾向に ある．

他癌の 発生頻度はほ ぼ
一

定で ある と思われ た．

　乳癌との 重複癌17例中，タ モ キ シフ ェ ン服用歴

の ある症例 は 6 例で あ っ た ．

　卵巣癌 との 重複癌 8 例 にお い て子宮体癌の 組織

型はすべ て類 内膜腺癌 で あ っ たが ， 卵巣癌の 組織

型 が類 内膜腺癌 で あ っ た症例は 6 例で あ り， すべ

て の 症 例で 子宮体癌 と卵巣癌 の 分化 度が一致 して

い た．その 他，漿液性腺癌 の 症例が 1例 ， 明細胞

腺癌の 症例が 1例で あ っ た．

　3．重複癌の 発症時期に つ い て

　子宮体癌にお ける 重複癌 41例 （49癌）の 発症時期

を，子宮体癌前 ， 同時 ， 子宮体癌 後に分け検討し

た （Table　2）．

　全体 として
， 同時性発症 が 16癌 ， 異時性発症が

33癌で あ っ た．異時性発症 の うち， 子宮体癌前が

20癌，子宮体癌後が 13癌で あ っ た．

　こ れ を癌腫 ご とに み る と
， 乳癌 で は子宮体癌前

の 発症が 圧倒的 に多 か っ た．一方，卵巣癌 8例は

すべ て 同時性発症で あ っ た．結腸癌 ， 胃癌，子宮

頸癌 ， 肺癌な どに特別の傾向は認め られ なか っ た．

　白血病 2 例 は ともに 子宮体癌後に発症 し て お

り， 3年後 ， な らびに 5 年後に急性骨髄性 白血 病の

発症がみ られ た．2 例中 1 例で は手術療法だ けで

化学療法 は行 っ て お らず，もう 1例 に は CP 療法

Clinical　stage

　 Stage 

　 Stage　l

　 Stage　2

　 Stage　3
　 Stage　4

Grade

　 Grade　l

　 Grade　2

　 Grade 　3

Myometdal 　invasion

　 α

　 β

　 Y
　 δ

Lymph 　node 　metastasis

　 Negative

　 Pusitive

　 ユ

2462047

　 7

1427227

15049375

21427

0
内
0291

　

3

4

』疊
7

21

27423

−

△
44

（CPA ，　 CDDP ）お よ び EJ 療 法（NK171 ，　 CBDCA ）

を施行して い る．抗癌剤や放射線治療後 に発生す

る治療関連白血 病で は ， 染色体に転座，欠失な ど

の 異常が ， また 11q23（MIJ ．／ALLI ）遺伝 子 の rear−

rangement な どが 認め られ る．本症例 に 行 っ た染

色体検査 と遺伝子解析で は こ うした所見 はみ られ

ず ， de　novo に発生 した 白血病 と考え られた．

　4．子宮体癌の 予後関連因子に つ い て

　非重複癌症例 と重複癌症例 とに 分け ， 臨床進行

期，分化度，筋層浸潤の深 さ， リ ン パ 節転移 の 有

無に 関して比較検討 したが，両群問で有意な差 は

認め られ なか っ た （Table　3＞．

　また ， 重複した癌腫 ご とに予後関連因子を解析

し ， 非重複癌症例 と比 較検討 した が ， 有意差 はな

か っ た．

　5．重複癌に お ける家族歴

　 2 親等以 内の 家族歴 に癌が ある か につ い て ，重

複癌 症例 41例 と非重複癌症 例241例とで 比較検討

した．

　家族歴 に癌の み られ る症例 は重複癌41例中28例

（68．3％）， 非重複癌241例中92例 （38．2％）で あ り，

両群 間に有意差 （X2検定，　p＜ 0，001）が認め られた．
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　二 重癌で は36例 中22例 （61．1％），
三 重癌 で は 6

例中 5 例 （83．3％ ）， 四 重癌で は 1例中 1例 （100％）

で 家族歴 に癌が 認め られた．

　癌腫別 にみ る と家族歴に癌が ある の は，乳癌 17

例 中13例 （76．5％），卵巣癌 8 例中 5 例 （62．5％ ），結

腸 癌 8 例 中 6 例 （75，0％）， 胃 癌 5 例 中 4 例（80．0

％）， 子宮頸癌 3例中 1例 （33．3％）， 肺癌 2 例 中 2

例 （100％〉， 白血病 2 例中 2 例（100％）， その 他 4

例 中 2 例 （50．0％ ）であ り， 乳癌（X2検定 ， p＜ 0．005），

結腸癌 （X2検定，　 p＜ 0．05）にお い て 非重複癌との 間

に 有意差が認め られた．

　　　　　　　　　考　　察

　子宮体癌 にお ける重複癌の頻度に つ い て ， 岡島

と鈴木
3｝
は 12．9％，岡本 ら

4 ）

は 11．2％ ， 市川 ら
5｝
は11．9

％ と報告して い る．子宮体癌で の 重複癌は ， 胃癌 ，

結腸癌 ， 乳癌な どに比べ 多い とされ て い る
4｝
．今回

の 検討で は 14，5％ であ り， 諸家 の 報告 よりや や 高

か っ たが ，乳癌な らびに卵巣癌 との 重複癌症例が

増加して い る ため と思わ れ た．

　近年，重複癌の 頻度が増加 して い る背景として
，

各種悪性腫瘍に お ける治療法の 進 歩 に より治癒

例，長期延命例が増加して い る こ と， 化学療 法や

放射線療法に起因する 二 次性癌の 増加 ， 治療に伴

う免疫能の 低下 などが考えられ て い る
6｝
が ， 乳癌，

卵巣癌な どの 罹患率の 上昇も一
因であろ う，

　 重複癌の 内訳 では ， どの 報告で も乳癌が最 も多

く， 続 い て卵巣癌 ， 胃癌 ， 結腸癌 ， t宮頸癌 など

の 重複発生が 多い とされ て い る
2燗

。我 々 の 成績

で も乳癌が 最も多 く， 41症例 中17例 に み られた，

17例中 6 例に タ モ キ シ フ ェ ン の 服用歴があ り，タ

モ キ シ フ ェ ン は 子宮体癌発 生の 重要な因子 と考え

られ るが ， 乳癌患者で は タモ キシ フ ェ ン を服用 し

て い な くとも， 子宮体癌発生の リス クが高 い とさ

れ て い る
”〉

．乳癌の 重複癌 として 対側乳癌が 最 も

多い が ， 子宮体癌 ， 卵巣癌 ， 甲状腺癌 ， 子宮頸癌，

胃癌なども重要であ る
7＞−Sl）

．

　 乳癌の 発症時期は体癌前が 17例中 14例 と圧倒的

に多か っ た．乳癌好発年齢が子宮体癌好発年齢よ

り低い こ となどが 関係して い る もの と思われ る．

霞 ら
7＞
も乳癌 と予宮体癌と の 重複癌で は ， 子宮体癌

が乳癌後に発症する こ とが 多い と報告 して い る．

　今回の 検討で は子宮体癌後の 乳癌発症 は 少 な

か っ たが ， 子宮体癌後の 観察期間が まだ短 い 症例

が 多 い こ とを考慮する必要が ある．子宮体癌後，

乳癌発生の リ ス クが高 い こ とを指摘する報告 も多

い
1°｝−T2）

．と りわけ ， 危険因子 とされて い る未産婦 ，

肥満， 高年齢な どがみ られ る症例
11〕IL）

で は ， 子宮体

癌治療後 ， 乳癌検診を積極的に 行うこ とが 重 要 と

考え られる．

　卵巣癌 は 8例 にみ られ た が，すべ て 同時性発症

で あ り， r・宮体癌手術 の 際 に発見 されて い る．An −

negers 　and 　Malkasian↓P
も子 宮体癌 と卵巣癌 の 重

複癌で は同時性発症が多い と報告して い る．子宮

体癌で摘 出 した卵巣は顕微鏡的に t’分に観察を行

うこ とが重要で ある．

　卵巣癌の 組織型 は 6例が類 内膜腺癌で あ り， す

べ て の 症例 で 子宮体癌 と卵巣癌の 分化度が
一致 し

て い た．子宮体癌 と卵巣癌が同時に み られ る場合 ，

と りわ け両者の 組織型が 同 じ場合に は ， 転移癌か

重複癌かが 問題 となる．今回 の 症 例 には古い 症例

も多く含まれ ク ロ ー ン解析などは困難なため ， 摘

出物の 肉眼的所見，病理組織学的所見な どか ら，

重複癌か ど うか の 判断を下 した．

　同 じ組織型 ， 同じ分化度の 癌の 同時性発症は ，

子宮体癌 と卵巣癌 の 発症に 関して共通 の 病因が存

在する こ とを示唆する で あろ う．

　乳癌，卵 巣癌 に次 い で ，結腸癌 ， 胃癌が多か っ

た，ともに検診が 有効な癌で あ り， r宮体癌術後 ，

こ うした癌 の 検診も重要で あ ろ う．

　 子宮体癌の
．一

部は 高エ ス トロ ゲ ン 状態 を背景に

発生するが ，こ うした症例は比較的予後良好な こ

とが 知 られ て い る
2）．乳癌で も高エ ス トロ ゲ ン状

態は発癌の
一

因 と され てお り
13）

， 乳癌と子宮体癌

との 重複癌で は ， 背景 として高エ ス トロ ゲ ン状態

の 存在が，またその 予後は 良好な こ とが推察され

る．

　 各重複癌 ご と の 1後の 解析は ， 重複 した癌の 予

後因子に左右され評価 が難 し い ため
， 重複癌の 有

無 ご とに 子宮体癌 の 予 後 関連因子 を比較検討 し

た．

　癌腫 ご とに子 宮体癌 の 予後関連因子を解析 し非

重複癌症例 と比較検討 したが ， 症例数全体が少 な

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

760 子宮体癌にお ける重 複癌 日産婦誌52巻 5号

い こ と もあ り， 有意差は認め られなか っ た．

　子宮体癌の 重複癌にお ける 遺伝的背景を探る た

め ， 癌の 家族歴 を検討した ．

　非重複癌症例に比べ ，重複癌症例， とりわけ乳

癌や 結腸癌との重複癌症例で高率に癌 の 家族歴が

認 め られ ， 遺伝的背景 の 存在が 示唆され た．Re　et

aL
ユ4）

も子宮体癌 と乳癌の 重複癌 154例中79例 ， 子宮

体癌 と結腸癌の 重複癌49例 中27例の 家族歴 に癌が

認め られた と報告 してお り， 今回の 成績 と
．．
嗷 す

る結果 とな っ た．

　家族内発生を実証す るに は遺伝子解析が必要だ

が，臨床デ
ータか ら重複癌 と癌の 家族内発生 との

関連性が示唆 された．

　　　　　　　　　　 文　　献

　 1．日本癌治療学会，IV．用語集．日本癌治療学会癌規

　　　約総論　東京 1金 原出版，1991 ；60− 70

　 2．DiS αia　PJ
，
　 C’reαtsman 　WT ．Adenocarcinoma 　 of

　　　the　Uterus．　In ： Cl  ical　Gynecologic　Oncology ，　St．

　　　1．oUis ：Mosby
，
1997 ；134

− 167

　 3．岡島弘幸，鈴木忠雄．子宮体癌予後不良例の 検討．

　　　産 と婦 　1987 ；54 ： 1659 − 1664

　 4．岡 本直幸 ， 森尾眞介 ， 鈴 木忠 雄．重 複癌発 生 の 相

　　　対危険．癌の 臨床　1989 ；35 ：348− 354

　 5．市川喜仁，西 田正人，宮崎有希，佐藤豊実 ， 沖

　　　明典，西出　健 ， 河野圭子 ， 角田　肇， 久保武士．

　　　子宮体癌患者に お け る 重複癌 お よ び 家系内癌 集

　　　積の 検討．日産婦誌　1996 ；48：835− 840

　 6．　Boice　rw ，　Storvn　HH ，　Curtis石旺7，　Jensen　OM ，

　　Kleinenua・n 　 RA ，　 J伽 侃 HS ，　 Rannei ：y　 JT ，

　　Frau7neni．　JF．　Introduction　to　the　study 　of 　mUlti −

　　ple　 primary　 cancers ・．　 NaU 　 Cancer　Inst　 Monogr

　　 1985；68 ：3−−9

7．霞冨士雄 ， 梛野正人 ， 渡辺　進 ， 堀　雅晴，深見

　　敦夫 ， 久野敬二 郎 ， 梶谷　鐶．乳癌 の 重複癌
・
癌

　　治療 に よる 二 次癌．日癌治　1984 ；19 ： 858− 859

8。三 浦重人．乳癌 に おけ る術後補助化学療法と二 次

　　発癌 の 関連性 に つ い て．癌と化学療法　1986；13 ：

　 　 1484−−1491

9．Adami 　HO
，
κ轍 8跚 o σβ，β吻 肋 魏 五，　Pevsson　1，

　　Pettersson　B ．On　the　age −dependent　association

　 　 between 　 cancer 　 of 　 the　 breast　 and 　 of 　 the 　 en −

　　dometrium ．　A 　nationwide 　cohort 　study ．　Br　J　Can −

　　 cer 　1987 ；55 ：77− 80

10．三 浦重 人．乳癌術後 の 重複癌．癌 の 臨床　1984 ；

　 　 30 ：1578 − 1586

11．Annegers 　JF
，
　Matkasinn 　GD ．Pattems 　 of 　other

　　 neoplasia 　in　patientS　With　endometrial 　carcinoma ．

　　Cancer　1981；48 ；856−−859
12．　MacMa．hon 　B ，　A 祝stin　JH ．Association　of 　carcino −

　　mas 　of 　the　breast　and 　corpus 　uteri ．　Camcer　1969 ；

　 　 23 ：275− 280

13．MS αia　PJ，　Creasm αn 曜 ．　Breast　Dおeases ，　in ：

　　Clinical　Gynecologic　Oncology．　St．　Louis ：Mosby ，
　 　 1997 ；382− 428

14．　Re 　A
，
　Tαytor　TH ，　D弼 α盛〔z」P丿，　Cutver　HA 、　Risk　for

　　breast　and 　colorectal　cancers 　subsequent 　to　can −

　　cer 　of 　the　 endornetrium 　 in　 a 　population−based

　　case 　series ．　Gynecol　Oncol　1997 ；66 ：255− 257

　 （No ．8087　平11 ・10 ・29受付 ， 平 12・1・17採用 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


